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し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ
の
創
作
を
非
難
す
る
流
れ
が
あ

っ
た
中
で
も
、
当
時
の
ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ
に
関
す
る
新
聞
や
論
文
を
確
認
し

て
い
く
と
、
彼
を
擁
護
し
よ
う
と
す
る
音
楽
批
評
家
も
存
在
し
て
い
た
こ

と
が
分
か
る
。
そ
の
中
で
、
ま
さ
に
強
力
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
た
の
が
、

後
の
ソ
連
時
代
に
お
い
て
、
社
会
的
に
非
常
に
大
き
な
影
響
力
を
持
つ
こ

と
と
な
る
作
家
マ
リ
エ
ッ
タ
・
シ
ャ
ギ
ニ
ャ
ン
（
一
八
八
八
―
一
九
八

二
）（1
）で
あ
っ
た
。
一
九
一
〇
年
代
、
ロ
シ
ア
・
ル
ネ
サ
ン
ス
が
最
盛
期

を
迎
え
た
頃
、
ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ
論
考
を
執
筆
し
て
い
た
シ
ャ
ギ
ニ
ャ
ン
は
、

ま
だ
二
〇
代
前
半
と
若
く
、
新
進
気
鋭
の
詩
人
・
文
芸
評
論
家
で
あ
り
、

そ
れ
だ
け
に
ロ
シ
ア
文
化
の
未
来
を
強
く
意
識
し
て
い
た
。
し
か
し
、
同

1
　
は
じ
め
に

　

こ
れ
ま
で
、
セ
ル
ゲ
イ
・
ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ
（
一
八
七
三
―
一
九
四
三
）

に
関
す
る
先
行
研
究
で
は
、
特
に
ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ
が
十
月
革
命
で
亡
命
す

る
以
前
の
時
期
に
、
ロ
シ
ア
で
ど
の
よ
う
に
受
容
さ
れ
て
い
た
の
か
と
い

う
こ
と
に
つ
い
て
十
分
な
研
究
が
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
先
行
研
究
で

は
、
二
十
世
紀
初
頭
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
に
お
い
て
、
作
曲
技
法
の
革
新
が
求

め
ら
れ
る
中
、
ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ
は
保
守
的
な
音
楽
様
式
を
固
持
し
た
為
、

し
ば
し
ば
批
評
家
た
ち
か
ら
「
時
代
遅
れ
」、「
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
の
亜

流
」
な
ど
と
非
難
さ
れ
て
い
た
と
す
る
見
方
が
一
般
的
で
あ
る
。

論
説マ

リ
エ
ッ
タ
・
シ
ャ
ギ
ニ
ャ
ン
の
セ
ル
ゲ
イ
・
ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ
論

一
九
一
二
年
の
「
Ｓ
・
Ｖ
・
ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ
　

―
　

音
楽
心
理
学
的
ス
ケ
ッ
チ
」

神
竹
喜
重
子
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の
は
、
シ
ャ
ギ
ニ
ャ
ン
が
一
九
一
二
年
に
『
労
働
と
日
々
』
誌
で
執
筆
し

た
「
Ｓ
・
Ｖ
・
ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ

―
音
楽
心
理
学
的
ス
ケ
ッ
チ
」
が
最
初

で
あ
っ
た
。

2
　
シ
ャ
ギ
ニ
ャ
ン
と
ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ
の
交
流

1
　
当
時
の
二
人
が
置
か
れ
て
い
た
状
況

　
　
　
　

―
　

シ
ャ
ギ
ニ
ャ
ン
が
手
紙
を
書
く
ま
で

　

シ
ャ
ギ
ニ
ャ
ン
と
ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ
の
交
流
は
、
一
九
一
二
年
二
月
に
シ

ャ
ギ
ニ
ャ
ン
が
ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ
にRe

と
い
う
筆
名
の
手
紙
を
送
っ
た
こ

と
が
き
っ
か
け
で
始
ま
っ
た
。
こ
の
背
景
に
は
、
そ
れ
ま
で
の
シ
ャ
ギ
ニ

ャ
ン
の
置
か
れ
て
い
た
状
況
と
、
ロ
シ
ア
音
楽
界
に
お
け
る
ラ
フ
マ
ニ
ノ

フ
受
容
の
実
態
が
大
き
く
関
与
し
て
い
る
。
一
九
〇
九
年
よ
り
ペ
テ
ル
ブ

ル
グ
に
滞
在
し
、
ド
ミ
ト
リ
ー
・
メ
レ
シ
コ
フ
ス
キ
ー
（
一
八
六
五
―
一

九
四
一
）
の
も
と
で
象
徴
主
義
文
学
を
学
ん
で
い
た
シ
ャ
ギ
ニ
ャ
ン
は
、

一
日
一
六
時
間
も
の
勉
学
と
教
育
活
動
に
従
事
せ
ね
ば
な
ら
ず
、
心
身
共

に
憔
悴
し
切
っ
て
い
た
﹇1980

:469

﹈（2
）。
ま
た
、
詩
の
創
作
に
際
し
、

神
秘
性
や
象
徴
性
、
来
世
性
を
通
じ
て
、
現
世
と
現
世
に
お
け
る
自
ら
の

使
命
を
認
識
し
よ
う
と
す
る
志
向
故
、
現
世
よ
り
来
世
を
重
視
す
る
メ
レ

シ
コ
フ
ス
キ
ー
と
の
間
に
軋
轢
を
生
じ
さ
せ
て
い
た（

3
）。
こ
の
よ
う
に
、

精
神
的
危
機
の
状
態
に
あ
っ
た
シ
ャ
ギ
ニ
ャ
ン
だ
が
、
一
九
一
一
年
一
二

世
代
の
急
進
的
な
モ
ダ
ニ
ズ
ム
派
と
は
距
離
を
置
き
、
批
評
に
際
し
て
常

に
冷
静
な
姿
勢
を
崩
さ
な
か
っ
た
。
特
に
、
音
楽
に
関
し
て
は
、
作
曲
技

法
の
革
新
の
み
に
捉
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
音
楽
の
本
質
に
つ
い
て
根
本
か

ら
見
据
え
、
た
だ
ひ
た
す
ら
新
奇
な
る
も
の
に
傾
倒
し
て
い
こ
う
と
す
る

二
〇
世
紀
の
ロ
シ
ア
音
楽
の
現
状
に
、
危
機
感
を
抱
い
て
い
た
の
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
そ
う
し
た
シ
ャ
ギ
ニ
ャ
ン
の
ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ
論
考
に
注
目
し
、

彼
女
が
モ
ダ
ニ
ズ
ム
に
対
し
て
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
批
判
眼
を
向
け
て

い
た
の
か
、
ま
た
そ
れ
に
対
置
さ
せ
る
形
で
、
ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ
を
如
何
に

評
価
し
て
い
た
の
か
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
。
な
お
、
本
稿
が
シ
ャ
ギ
ニ

ャ
ン
の
ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ
論
考
を
取
り
上
げ
る
意
義
に
関
し
て
は
、
次
の
通

り
で
あ
る
。
第
一
に
、
シ
ャ
ギ
ニ
ャ
ン
が
象
徴
主
義
文
学
作
家
で
あ
り
、

且
つ
哲
学
、
芸
術
分
野
で
の
卓
越
し
た
知
識
と
独
特
な
視
点
を
持
っ
て
い

た
こ
と
、
第
二
に
、
そ
れ
ま
で
の
ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ
批
評
に
は
な
い
総
括
的

な
議
論
を
し
て
お
り
、
ロ
シ
ア
音
楽
全
体
を
視
野
に
入
れ
た
中
で
ラ
フ
マ

ニ
ノ
フ
に
焦
点
を
当
て
て
い
る
こ
と
、
第
三
に
、
ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ
と
シ
ャ

ギ
ニ
ャ
ン
の
交
流
に
関
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ
研
究
で
は
、

専
ら
彼
ら
の
往
復
書
簡
が
強
調
さ
れ
て
お
り
、
シ
ャ
ギ
ニ
ャ
ン
の
書
い
た

ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ
論
は
本
格
的
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
で
あ

る
。
二
〇
世
紀
初
頭
、
ロ
シ
ア
で
モ
ダ
ニ
ズ
ム
が
吹
き
荒
れ
る
中
、
ラ
フ

マ
ニ
ノ
フ
の
創
作
を
、
あ
え
て
作
品
解
説
や
作
曲
家
紹
介
と
い
っ
た
既
存

の
形
式
を
脱
け
出
て
、
哲
学
的
・
美
学
的
な
観
点
か
ら
本
格
的
に
論
じ
た
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形
式
的
新
し
さ
が
最
高
水
準
の
も
の
と
し
て
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

為
で
あ
る
。
中
で
も
、
モ
ダ
ニ
ズ
ム
を
推
進
し
て
い
た
ヴ
ャ
チ
ェ
ス
ラ

フ
・
カ
ラ
ト
ゥ
イ
ギ
ン
（
一
八
七
五
―
一
九
二
五
）
は
、
ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ

を
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
の
亜
流（

5
）と
し
た
う
え
で
、
そ
の
音
楽
的
特
徴
に

つ
い
て
、
例
え
ば
一
九
一
三
年
の
『
言
葉
』
紙
で
次
の
よ
う
に
記
し
て
い

た
。大

衆
は
、
ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ
に
熱
狂
的
に
拍
手
を
送
り
、
ま
さ
に
そ
れ
に

よ
っ
て
、
彼
ら
の
層
自
体
の
立
ち
位
置
を
上
下
さ
せ
る
よ
う
な
究
極
な

低
俗
さ
も
、
極
端
に
高
潔
な
趣
向
も
表
し
た
の
で
は
な
い
。
ラ
フ
マ
ニ

ノ
フ
の
音
楽
は
い
う
な
れ
ば
、
一
般
聴
衆
の
平
均
的
好
み
を
計
算
し
て
、

そ
れ
に
応
じ
て
い
る
の
だ
。
音
楽
は
彼
ら
に
屈
服
し
て
い
る
。
そ
れ
は

ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ
が
自
分
の
音
楽
に
よ
っ
て
大
衆
の
好
み
の
平
均
値
と
も

い
う
べ
き
も
の
に
出
会
っ
た
か
ら
で
あ
る
。〔
…
…
〕
す
な
わ
ち
、
ラ

フ
マ
ニ
ノ
フ
の
才
能
が
、
常
に
芸
術
に
か
か
わ
り
あ
る
線
上
を
動
き
、

そ
の
世
界
を
刺
激
す
る
だ
け
で
、
決
し
て
中
へ
入
ろ
う
と
し
な
い
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
ら
な
い
内
容
に
対
し
て
外
見
の
飾
り
付
け
を
華

麗
に
仰
々
し
く
す
る
の
が
、
ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ
の
ほ
と
ん
ど
の
作
品
の
特

徴
で
あ
る
。
作
品
に
は
恐
ろ
し
く
「
誠
意
」
が
あ
る
。
い
た
る
と
こ
ろ

に
あ
る
種
の
、
大
部
分
が
非
常
に
感
情
的
な
情
緒
か
ら
な
る
、
生
き
た

「
心
的
体
験
」
が
感
じ
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
「
心
的
体
験
」
は
、

月
、
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
の
路
上
で
手
回
し
オ
ル
ガ
ン
を
耳
に
し
た
こ
と
を
契

機
に
、
か
つ
て
ル
ジ
ェ
フ
ス
カ
ヤ
・
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
時
代
に
親
し
ん
で
い

た
音
楽
へ
の
情
熱
を
取
り
戻
す
。
そ
し
て
、
同
年
一
二
月
一
二
日（

4
）、

久
々
に
モ
ス
ク
ワ
の
交
響
楽
演
奏
会
に
出
か
け
る
の
だ
が
、
ち
ょ
う
ど
そ

こ
で
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
の
交
響
曲
第
四
番
を
指
揮
し
て
い
た
の
が
、
ラ

フ
マ
ニ
ノ
フ
だ
っ
た
。
シ
ャ
ギ
ニ
ャ
ン
に
よ
れ
ば
、「
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ

ー
の
交
響
曲
第
四
番
は
、
そ
れ
ま
で
は
同
作
曲
家
の
交
響
曲
第
五
、
六
番

に
比
べ
「
所
詮
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
の
地
味
な
交
響
曲
」
と
注
目
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
が
、
ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ
の
指
揮
で
同
曲
の
楽
曲
構
造
が
理
解
で
き
た

だ
け
で
は
な
く
、
同
曲
を
書
い
た
当
時
の
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
が
ど
の
よ

う
な
精
神
状
態
に
あ
っ
た
の
か
を
実
感
し
た
」﹇1980
:500

﹈
と
い
う
。

こ
う
し
て
、
彼
女
は
ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ
と
い
う
一
音
楽
家
に
関
心
を
覚
え
て

い
っ
た
。

　

一
方
、
ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ
は
、
演
奏
家
と
し
て
絶
頂
の
時
期
を
迎
え
、
同

世
代
で
演
奏
家
兼
作
曲
家
だ
っ
た
「
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
・
ス
ク
リ
ャ
ー
ビ

ン
（
一
八
七
二
―
一
九
一
五
）
や
ニ
コ
ラ
イ
・
メ
ト
ネ
ル
（
一
八
八
〇
―

一
九
五
一
）
よ
り
も
遥
か
に
大
衆
か
ら
の
支
持
を
得
て
い
た
」﹇1980

: 

496 

﹈。
し
か
し
、
作
曲
家
と
し
て
は
音
楽
批
評
界
か
ら
「
痛
ま
し
い
ま

で
に
こ
き
下
ろ
さ
れ
、
そ
も
そ
も
創
作
自
体
を
折
衷
主
義
で
あ
る
」﹇1980

: 

497 

﹈
と
非
難
さ
れ
て
い
た
。
と
い
う
の
も
、
こ
の
時
期
の
ロ
シ
ア
で
は
、

銀
の
時
代
の
最
盛
期
を
迎
え
、
文
学
、
美
術
、
音
楽
な
ど
様
々
な
分
野
で
、
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に
帰
し
、
人
類
を
一
つ
に
結
び
つ
け
る
な
ら
ば
、
こ
れ
こ
そ
が
現
代
ア

ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
の
時
代
を
い
く
真
の
音
楽
と
い
え
ま
す
。
し
か
し
、

も
し
音
楽
が
、
あ
た
か
も
独
創
性
が
あ
る
か
の
よ
う
に
装
い
つ
つ
、

我
々
の
内
に
卑
し
く
感
覚
的
な
も
の
を
呼
び
起
こ
し
、
そ
の
無
秩
序
に

よ
っ
て
精
神
を
破
壊
す
る
な
ら
ば
、
進
歩
的
で
あ
る
ど
こ
ろ
か
反
動

的
で
、
偽
り
の
音
楽
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
古
代
ギ
リ
シ
ャ
人
が
メ

ロ
ス
と
呼
ん
だ
音
楽
の
本
質
に
反
す
る
極
め
て
有
害
な
も
の
で
す
。

﹇1962
:115

f.

﹈

2
　
交
流
の
過
程
で
生
ま
れ
た
歌
曲

　
　
　
　

―
　

シ
ャ
ギ
ニ
ャ
ン
の
詩
の
ノ
ー
ト
と
朗
読

　

シ
ャ
ギ
ニ
ャ
ン
の
予
想
に
反
し
て
、
ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ
は
多
忙
で
あ
っ
た

に
も
関
わ
ら
ず
、
こ
の
手
紙
に
即
座
に
反
応
し
た
。
こ
う
し
て
二
人
の
交

流
は
、
一
九
一
二
年
二
月
よ
り
一
九
一
七
年
六
月
ま
で
続
く
こ
と
と
な
る
。

二
人
は
交
流
を
進
め
る
に
つ
れ
、
直
接
会
談
し
、
ロ
シ
ア
文
芸
に
つ
い
て

議
論
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
過
程
で
、
ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ
は
新
し
い
歌

曲
の
創
作
に
取
り
組
む
決
意
を
し
、
シ
ャ
ギ
ニ
ャ
ン
に
歌
曲
に
相
応
し
い

ロ
シ
ア
の
詩
の
テ
ク
ス
ト
を
選
ん
で
ほ
し
い
と
依
頼
す
る
。
シ
ャ
ギ
ニ
ャ

ン
は
そ
れ
に
応
じ
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
・
プ
ー
シ
キ
ン
（
一
七
九
九
―
一

八
三
七
）
な
ど
の
ロ
マ
ン
派
か
ら
、
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ン
・
バ
リ
モ
ン
ト

（
一
八
六
七
―
一
九
四
二
）
な
ど
の
象
徴
派
に
至
る
ま
で
、
様
々
な
詩
人

お
粗
末
で
低
級
で
、
わ
ざ
と
ら
し
い
も
の
だ
。﹇К

араты
гин 1927

: 

204 
﹈

　

以
上
の
カ
ラ
ト
ゥ
イ
ギ
ン
に
よ
る
ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ
嫌
悪
は
、
現
代
音
楽

推
進
派
の
音
楽
批
評
家
の
間
で
共
有
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
シ
ャ
ギ
ニ
ャ

ン
に
よ
れ
ば
、
当
時
の
モ
ス
ク
ワ
は
規
模
が
小
さ
く
、
住
民
も
少
な
か
っ

た
た
め
、
世
間
が
狭
か
っ
た
。
コ
ン
サ
ー
ト
や
展
覧
会
に
出
か
け
る
イ
ン

テ
リ
ゲ
ン
ツ
ィ
ア
の
メ
ン
バ
ー
は
い
つ
も
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
ず
、
全
員

が
互
い
を
よ
く
知
り
、
互
い
の
趣
向
や
見
解
も
よ
く
理
解
し
て
い
た

﹇1962
:109

﹈
と
い
う
。
従
っ
て
、
カ
ラ
ト
ゥ
イ
ギ
ン
ら
の
ラ
フ
マ
ニ
ノ

フ
批
判
は
モ
ス
ク
ワ
市
内
全
体
に
広
ま
り
、
ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ
本
人
は
、
公

の
批
評
で
も
非
難
さ
れ
、
ま
た
そ
れ
が
噂
と
し
て
も
自
分
の
耳
に
入
っ
て

く
る
と
い
う
二
重
苦
を
味
わ
わ
さ
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
シ
ャ
ギ
ニ
ャ
ン

は
ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ
を
鼓
舞
す
る
こ
と
を
思
い
立
ち
、
最
初
の
手
紙
を
し
た

た
め
る
。
手
紙
の
中
で
シ
ャ
ギ
ニ
ャ
ン
は
、
ロ
シ
ア
音
楽
史
に
お
け
る
彼

の
創
作
の
重
要
性
を
強
調
し
、
彼
の
音
楽
が
今
猛
威
を
振
る
っ
て
い
る
現

代
音
楽
よ
り
も
遥
か
に
進
歩
的
で
あ
る
と
し
、
次
の
よ
う
に
音
楽
の
本
質

を
伝
え
る
の
で
あ
る
。

も
し
、
音
楽
が
心
を
清
ら
か
に
し
、
勇
気
を
奮
い
立
た
せ
、
人
間
性
を

貶
め
る
カ
オ
ス
と
闘
う
力
を
与
え
る
な
ら
ば
、
そ
し
て
歴
史
的
簡
潔
性



267　　マリエッタ・シャギニャンのセルゲイ・ラフマニノフ論

あ
え
て
実
践
的
な
作
品
分
析
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
観
念
形
態
的
な
視
点

か
ら
論
じ
よ
う
と
し
て
い
た
﹇1980

:531
f.

﹈
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、

シ
ャ
ギ
ニ
ャ
ン
が
自
ら
象
徴
派
と
い
う
銀
の
時
代
の
一
潮
流
に
属
し
な
が

ら
も
、
ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ
論
を
発
表
す
る
こ
と
に
よ
り
、
モ
ダ
ニ
ズ
ム
へ
の

警
鐘
を
鳴
ら
す
こ
と
に
繫
が
っ
た
。

　

一
九
一
二
年
三
月
、
ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ
論
の
構
想
を
固
め
た
シ
ャ
ギ
ニ
ャ

ン
は
、
ま
ず
知
人
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
・
コ
ジ
ェ
バ
ト
キ
ン
（
一
八
八
四
―

一
九
四
二
）
を
訪
ね
た
。
彼
は
、
象
徴
派
の
た
め
の
ム
サ
ゲ
ト
社
（
一
九

〇
九
―
一
九
一
七
）
で
一
九
一
一
―
一
二
年
に
文
書
課
で
働
い
て
お
り
、

ま
た
一
九
一
〇
年
に
ム
サ
ゲ
ト
社
か
ら
の
派
生
と
し
て
ア
リ
ツ
ィ
オ
ン
社

を
創
立
し
て
い
た
。
シ
ャ
ギ
ニ
ャ
ン
は
、
こ
の
ア
リ
ツ
ィ
オ
ン
社
か
ら

『
富
裕
の
享
楽
に
つ
い
て

―
Ｚ
・
Ｎ
・
ギ
ッ
ピ
ウ
ス
の
詩
』（
一
九
一

二
）
や
『
東
方
讃
歌
』（
一
九
一
三
）
を
発
表
し
て
い
る
。
コ
ジ
ェ
バ
ト

キ
ン
は
、
シ
ャ
ギ
ニ
ャ
ン
の
音
楽
的
見
解
が
エ
ミ
リ
ー
・
メ
ト
ネ
ル
（
一

八
七
二
―
一
九
三
六
）（6
）の
そ
れ
に
共
通
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ム
サ
ゲ

ト
社
の
『
労
働
と
日
々
』
誌（

7
）の
編
集
部
を
訪
ね
る
よ
う
助
言
す
る
。
三

月
末
頃
、
シ
ャ
ギ
ニ
ャ
ン
は
、
自
分
の
ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ
論
を
数
ペ
ー
ジ
の

レ
ジ
ュ
メ
に
ま
と
め
﹇1962

:119

﹈、
コ
ジ
ェ
バ
ト
キ
ン
と
共
に
ゴ
ー
ゴ

リ
並
木
道（

8
）に
あ
る
ム
サ
ゲ
ド
社
を
訪
ね
た
。
そ
こ
で
メ
ト
ネ
ル
に
初
め

て
会
い
、
自
分
の
記
事
の
投
稿
を
申
し
出
る
が
、
メ
ト
ネ
ル
は
シ
ャ
ギ
ニ

ャ
ン
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
批
判
に
こ
そ
賛
同
し
た
も
の
の
、
ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ
論

の
テ
ク
ス
ト
を
選
ん
で
は
ノ
ー
ト
に
書
き
記
し
、
そ
れ
を
ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ

と
の
会
談
の
際
に
朗
読
す
る
の
だ
っ
た
﹇1980

:530

﹈。
こ
の
時
、
シ
ャ

ギ
ニ
ャ
ン
は
、
彼
女
と
同
じ
く
歴
史
哲
学
を
専
攻
し
、
後
に
詩
人
・
文
芸

評
論
家
・
プ
ー
シ
キ
ン
研
究
家
と
な
っ
た
ヴ
ラ
ジ
ス
ラ
フ
・
ホ
ダ
セ
ー
ヴ

ィ
チ
（
一
八
八
六
―
一
九
三
九
）
が
、
以
前
彼
女
に
し
て
い
た
よ
う
に
、

詩
の
イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
テ
ク
ス
ト
に
上
昇
し
下
降
す
る
ラ
イ
ン
と
し

て
書
き
入
れ
、
ま
た
そ
れ
に
濃
淡
を
つ
け
る
な
ど
、
ロ
シ
ア
語
そ
の
も
の

の
響
き
の
美
し
さ
を
可
視
化
さ
せ
て
い
た
。
そ
う
し
て
、
シ
ャ
ギ
ニ
ャ
ン

は
、
当
時
ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ
が
敬
遠
し
て
い
た
象
徴
派
の
詩
に
も
関
心
を
持

つ
よ
う
に
尽
力
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
過
程
で
、
歌
曲
集
の
《
一
四

の
歌
曲
》（
一
九
一
二
）
と
《
六
つ
の
歌
曲
》（
一
九
一
六
）
が
創
作
さ
れ
、

こ
の
う
ち
ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ
は
、
前
者
の
第
一
曲
目
《
ミ
ュ
ー
ズ
》
を
シ
ャ

ギ
ニ
ャ
ン
に
献
呈
し
て
い
る
。

3
　『
労
働
と
日
々
』
誌
へ
の
ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ
論
投
稿
　

―
　

背
景

　

シ
ャ
ギ
ニ
ャ
ン
は
、
ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ
に
最
初
の
手
紙
を
書
く
以
前
よ
り
、

ゆ
く
ゆ
く
は
ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ
に
つ
い
て
の
大
々
的
な
論
考
を
発
表
し
よ
う

と
目
論
ん
で
い
た
﹇1962

:119

﹈。
ゲ
ー
テ
も
美
と
誠
実
へ
の
道
と
考
え

た
と
い
う
道
徳
的
効
用П

ольза

を
音
楽
の
本
質
と
確
認
し
た
上
で
、
ラ

フ
マ
ニ
ノ
フ
が
ロ
シ
ア
音
楽
史
の
上
で
い
か
に
重
要
な
位
置
に
あ
る
か
を
、
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メ
ト
ネ
ル
は
こ
の
時
期
、
ベ
ー
ル
イ
が
ル
ド
ル
フ
・
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
の
人

智
学
に
傾
倒
し
出
し
た
こ
と
に
反
発
し
、
象
徴
主
義
グ
ル
ー
プ
の
中
で
孤

立
を
深
め
て
い
た
の
で
あ
る
。
彼
は
、
デ
ィ
オ
ニ
ソ
ス
崇
拝
に
根
ざ
し
た

考
え
を
持
つ
ベ
ー
ル
イ
や
ヴ
ャ
チ
ェ
ス
ラ
フ
・
イ
ワ
ノ
フ
（
一
八
六
六
―

一
九
四
九
）
ら
を
批
判
し
始
め
、
自
身
は
一
層
ア
ー
リ
ア
主
義
的
な
志
向

を
強
め
て
い
た（

10
）。
シ
ャ
ギ
ニ
ャ
ン
は
、
モ
ダ
ニ
ズ
ム
批
判
で
は
一
致
し

て
も
、
こ
の
よ
う
な
メ
ト
ネ
ル
の
急
進
的
ア
ー
リ
ア
主
義
に
共
感
で
き
ず
、

メ
ト
ネ
ル
の
『
モ
ダ
ニ
ズ
ム
と
音
楽
』
に
対
し
、
ア
ジ
ア
的
な
文
化
要
素

を
評
価
し
た
『
東
方
讃
歌
』
を
一
九
一
三
年
に
発
表
し
て
い
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
ア
ー
リ
ア
主
義
を
軸
と
し
た
シ
ャ
ギ
ニ
ャ
ン
と
メ
ト

ネ
ル
の
音
楽
的
理
想
は
甚
だ
対
立
し
て
い
た
﹇1962

:122
f.

﹈
も
の
の
、

最
終
的
に
メ
ト
ネ
ル
は
、
シ
ャ
ギ
ニ
ャ
ン
の
ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ
論
考
の
掲
載

を
承
諾
し
た（

11
）。
か
く
し
て
、
一
九
一
二
年
の
『
労
働
と
日
々
』
誌
第
四

―
五
号
に
、
シ
ャ
ギ
ニ
ャ
ン
の
「
Ｓ
・
Ｖ
・
ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ

―
音
楽
心

理
学
的
ス
ケ
ッ
チ
」
が
掲
載
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

4
　「
Ｓ
・
Ｖ
・
ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ
　

―
　

音
楽
心
理
学
的
ス
ケ
ッ
チ
」

　

シ
ャ
ギ
ニ
ャ
ン
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
当
ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ
論
考
に
は
、
大

ま
か
に
分
け
て
二
つ
の
論
点
が
あ
る（

12
）。
一
つ
は
、
モ
ダ
ニ
ズ
ム
批
判
、

も
う
一
つ
は
、
モ
ダ
ニ
ズ
ム
に
対
抗
す
る
ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ
へ
の
評
価
で
あ

に
関
し
て
は
過
大
評
価
だ
と
し
、
二
人
は
激
論
を
交
わ
す
。
そ
の
激
論
が

ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
は
、
シ
ャ
ギ
ニ
ャ
ン
は
自
伝

『
人
と
時
代
』
で
も
、
ま
た
『
ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ
に
つ
い
て
の
回
想
』
で
も

具
体
的
に
明
ら
か
に
は
し
て
い
な
い
。
し
か
し
、
お
そ
ら
く
メ
ト
ネ
ル
の

家
系
が
ド
イ
ツ
出
自
だ
っ
た
こ
と
、
メ
ト
ネ
ル
が
ド
イ
ツ
の
古
典
主
義
に

基
づ
い
た
弟
ニ
コ
ラ
イ
の
創
作
を
何
よ
り
重
視
し
て
い
た
こ
と
は
影
響
し

て
い
た
だ
ろ
う
。
何
故
な
ら
、
当
時
の
メ
ト
ネ
ル
は
、
ニ
コ
ラ
イ
の
主
要

な
ラ
イ
バ
ル
で
あ
る
ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ
と
ス
ク
リ
ャ
ー
ビ
ン
に
敵
意
を
抱
い

て
お
り
、
象
徴
派
サ
ー
ク
ル
の
中
心
人
物
で
あ
る
ア
ン
ド
レ
イ
・
ベ
ー
ル

イ
（
本
名
は
ボ
リ
ス
・
ブ
ガ
エ
フ
一
八
八
〇
―
一
九
三
四
）（9
）と
同
じ
く
、

メ
ト
ネ
ル
の
音
楽
を
ド
イ
ツ
音
楽
の
中
心
的
な
潮
流
の
中
に
位
置
づ
け
、

そ
こ
に
真
の
芸
術
価
値
を
見
出
そ
う
と
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
﹇
高
橋 

2011
:151

﹈。
故
に
メ
ト
ネ
ル
は
、
そ
れ
に
相
対
さ
せ
る
形
で
ラ
フ
マ
ニ

ノ
フ
の
音
楽
を
劣
る
も
の
と
し
、「
ピ
ア
ニ
ス
ト
、
指
揮
者
と
し
て
の
ラ

フ
マ
ニ
ノ
フ
の
存
在
は
、
作
曲
家
と
し
て
の
ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ
の
そ
れ
よ
り

重
要
で
あ
る
と
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」﹇Вольф

инг 
1908

:75

﹈

な
ど
と
、
専
ら
演
奏
家
と
し
て
の
側
面
の
み
評
価
し
て
い
た
。
ま
た
、

『
モ
ダ
ニ
ズ
ム
と
音
楽
』（
一
九
一
二
）
で
は
、
前
述
の
よ
う
に
自
身
の
系

統
を
強
く
意
識
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
後
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
に
繫
が
る
よ
う

な
ア
ー
リ
ア
主
義
を
前
面
に
押
し
出
し
、
ア
ジ
ア
民
族
や
そ
の
文
化
を
蔑

み
、
さ
ら
に
は
ロ
シ
ア
音
楽
す
ら
理
論
的
に
貶
め
て
い
た
。
実
の
と
こ
ろ
、
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マ
ニ
ノ
フ
の
創
作
に
、
新
た
に
こ
の
イ
デ
ア
的
価
値
を
見
出
そ
う
と
し
た

の
で
あ
る
。
ま
た
、
ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ
が
ス
ク
リ
ャ
ー
ビ
ン
や
プ
ロ
コ
フ
ィ

エ
フ
の
よ
う
な
大
々
的
革
新
を
行
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
も
、
作
品
分
析

を
通
じ
て
よ
り
、
観
念
論
で
ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ
批
判
へ
の
反
駁
を
試
み
た
方

が
有
効
だ
と
考
え
た
一
因
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
専
門
的
な
音
楽
雑
誌
で

は
な
く
、
象
徴
主
義
と
芸
術
の
関
係
性
を
扱
う
『
労
働
と
日
々
』
誌
を
投

稿
先
と
し
て
選
ん
だ
の
も
、
ま
さ
に
こ
の
よ
う
な
方
法
論
を
用
い
る
こ
と

に
よ
り
、
自
ら
の
見
解
を
文
芸
界
の
よ
り
広
い
層
の
読
者
に
伝
え
ら
れ
る

と
考
え
た
か
ら
で
あ
り
、
ま
た
彼
ら
も
こ
う
し
た
彼
女
の
議
論
に
加
わ
れ

る
と
期
待
し
た
か
ら
だ
と
思
わ
れ
る
。

2
　
モ
ダ
ニ
ズ
ム
批
判
　

―
　

「
汎
神
論
派
に
よ
る
同
化
現
象
」

　

シ
ャ
ギ
ニ
ャ
ン
は
、
ま
ず
、
モ
ダ
ニ
ズ
ム
批
判
と
し
て
、
モ
ダ
ニ
ズ
ム

が
音
楽
の
芸
術
的
本
質
を
貶
め
て
い
る
点
を
指
摘
し
て
い
る
。
彼
女
に
よ

れ
ば
、
音
楽
は
そ
も
そ
も
、
芸
術
分
野
の
中
で
は
最
も
「
下
等
」
に
位
置

し
、
絵
画
や
文
学
に
比
べ
、
人
間
的
表
象
と
は
直
接
結
び
つ
く
も
の
で
は

な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
音
楽
が
時
間
芸
術
で
あ
り
、
不
可
視
な
た
め
に
、

実
質
的
に
は
表
意
性
を
有
し
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
音
楽
は
人
の
理
性

に
で
は
な
く
、
情
動
に
訴
え
る
力
を
発
揮
す
る
芸
術
な
ら
ぬ
芸
術
だ
っ
た
。

シ
ャ
ギ
ニ
ャ
ン
は
そ
の
具
体
例
と
し
て
、
中
世
初
期
の
グ
ノ
ー
シ
ス
派
を

挙
げ
る
。

る
。
ま
ず
、
議
論
の
前
段
階
と
し
て
、
シ
ャ
ギ
ニ
ャ
ン
は
、
こ
れ
か
ら
自

分
が
如
何
に
音
楽
を
論
ず
る
の
か
と
い
う
方
法
論
を
明
示
し
て
い
る
。

1
　
象
徴
的
観
念
で
語
る
意
味

　

シ
ャ
ギ
ニ
ャ
ン
は
、
音
楽
が
時
間
芸
術
で
流
動
的
で
あ
る
性
質
上
、
本

来
は
造
形
芸
術
や
文
学
作
品
の
よ
う
に
言
葉
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
る
主
題
、

筋
、
形
態
を
持
た
な
い
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
音
楽
が
哲

学
的
・
神
学
的
専
門
用
語
を
用
い
て
解
釈
さ
れ
る
と
し
て
も
、
そ
こ
に
は

「
理
性
的
な
」
根
拠
な
ど
何
一
つ
な
い
と
い
う
こ
と
を
念
頭
に
置
き
つ
つ
、

あ
え
て
自
身
は
、
ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ
の
創
作
を
、
美
学
的
・
哲
学
的
観
点
よ

り
モ
ダ
ニ
ズ
ム
に
対
置
さ
せ
て
論
ず
る
と
い
う
決
意
表
明
を
す
る
の
で
あ

る
。
ル
ジ
ェ
フ
ス
カ
ヤ
・
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
で
本
格
的
な
音
楽
教
育
を
受
け

て
い
た
彼
女
は
、
ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ
の
作
品
を
具
体
的
に
楽
曲
分
析
す
る
こ

と
も
可
能
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
あ
え
て
そ
の
よ
う
な
方
法
を
避

け
た
の
は
、「
当
時
の
イ
ン
テ
リ
間
で
、
芸
術
に
イ
デ
ア
的
価
値
を
求
め

て
論
ず
る
こ
と
が
主
流
と
な
っ
て
い
た
」﹇1962

:107

﹈
為
だ
と
思
わ
れ

る
。
ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ
の
同
世
代
で
あ
る
ス
ク
リ
ャ
ー
ビ
ン
や
メ
ト
ネ
ル
が
、

作
曲
家
と
し
て
の
立
場
を
認
め
ら
れ
て
い
た
の
は
、
技
術
的
革
新
よ
り
む

し
ろ
、「
そ
の
創
作
に
お
け
る
明
確
な
イ
デ
ア
的
方
向
性
を
認
め
ら
れ
て

い
た
」﹇1962

:108

﹈
か
ら
で
あ
っ
た
。
故
に
、
シ
ャ
ギ
ニ
ャ
ン
は
、

「
大
衆
迎
合
型
」
だ
と
み
な
さ
れ
、
そ
の
芸
術
精
神
を
否
定
さ
れ
た
ラ
フ
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来
な
ら
ば
デ
ィ
オ
ニ
ュ
ソ
ス
型
芸
術
、
つ
ま
り
カ
オ
ス
的
な
も
の
で
あ
る

と
確
認
し
た
上
で
、
音
楽
が
芸
術
と
し
て
昇
格
し
た
の
は
、「
人
間
が
こ

の
世
界
の
脆
さ
の
中
心
に
お
い
て
自
分
を
確
立
す
る
際
に
、
音
楽
を
取
り

上
げ
、
音
楽
を
真
に
理
解
す
る
た
め
に
、
音
楽
に
よ
っ
て
自
分
の
内
面
を

表
現
し
よ
う
と
し
た
瞬
間
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
」﹇1912

:101

﹈
と
す
る

の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
ア
ポ
ロ
ン
型
で
あ
っ
た
造
形
芸
術
に
対
し
、
デ
ィ

オ
ニ
ュ
ソ
ス
型
で
あ
っ
た
音
楽
が
、
芸
術
と
し
て
の
本
質
を
獲
得
し
た
の

は
、
ア
ポ
ロ
ン
型
的
要
素
で
あ
る
イ
デ
ア
を
自
己
の
う
ち
に
反
映
さ
せ
る

よ
う
に
な
っ
て
以
来
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

以
上
の
事
項
を
確
認
し
、
シ
ャ
ギ
ニ
ャ
ン
が
指
摘
し
て
い
る
の
は
、
モ

ダ
ニ
ズ
ム
が
ま
さ
に
こ
の
音
楽
の
獲
得
し
た
芸
術
性
、
つ
ま
り
は
人
格
性

を
破
壊
し
、
そ
の
結
果
と
し
て
、
音
楽
を
発
展
さ
せ
る
ど
こ
ろ
か
、
以
前

の
デ
ィ
オ
ニ
ュ
ソ
ス
的
な
位
置
ま
で
退
化
さ
せ
て
し
ま
っ
て
い
る
と
い
う

点
で
あ
る
。
彼
女
は
そ
の
具
体
的
根
拠
と
し
て
、
モ
ダ
ニ
ズ
ム
に
同
調
し

た
音
楽
家
た
ち
が
、「
宇
宙
的
」、「
世
界
的
」、「
超
自
然
的
」
と
い
っ
た

曖
昧
な
用
語
で
音
楽
を
定
義
し
、
音
楽
を
無
力
な
「
エ
ク
ス
タ
シ
ー
」
に

ま
で
有
頂
天
に
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
現
状
を
挙
げ
る
。「
現
代
の
風
潮

で
は
、
音
楽
の
芸
術
的
本
質
は
ほ
と
ん
ど
蔑
ろ
に
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

根
拠
の
な
い
仮
説
、
つ
ま
り
「
超
自
然
的
傾
向
」
に
呑
み
込
ま
れ
た
音
楽

家
た
ち
が
、
も
は
や
理
解
不
能
で
手
に
お
え
な
い
問
題
に
取
り
組
む
べ
く
、

音
楽
芸
術
を
、
既
に
統
一
さ
れ
た
も
の
を
解
体
す
る
た
め
の
い
か
が
わ
し

中
世
グ
ノ
ー
シ
ス
派
で
は
、
音
楽
は
生
き
物
、
人
間
、
天
使
で
あ
る
官

吏
に
似
た
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
天
上
よ
り
人
の
上
に
降
り
、
ま
た
人

よ
り
天
上
に
昇
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
音
楽
は
純
粋
芸
術
と
し

て
、
中
世
で
は
大
罪
と
み
な
さ
れ
て
い
た
。〔
…
…
〕
こ
れ
は
何
故
か

と
言
う
と
、
教
会
が
万
物
の
階
層
に
関
し
て
解
釈
す
る
と
こ
ろ
で
は
、

音
楽
と
は
人
間
の
性
質
の
よ
り
下
等
に
位
置
す
る
何
か
で
あ
り
、
人
の

内
に
こ
の
無
意
識
の
、
意
味
を
持
た
ぬ
、
野
獣
の
よ
う
な
も
の
を
呼
び

起
こ
し
て
人
の
性
質
を
退
化
さ
せ
、
神
へ
の
信
仰
を
失
わ
せ
る
も
の
だ

っ
た
か
ら
あ
る
。
ト
マ
ソ
・
カ
ン
パ
ネ
ッ
ラ
の
『
天
上
の
音
楽
』
で
は
、

音
楽
が
惑
星
間
の
踊
り
で
あ
り
、
飽
和
状
態
に
な
り
き
れ
な
い
空
間
に

捧
げ
ら
れ
た
、
い
わ
ば
空
虚
恐
怖
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
か
の
よ

う
に
語
ら
れ
て
い
る
。
最
終
的
に
、
こ
の
よ
う
な
音
楽
の
性
質
に
関
す

る
思
想
は
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
の
も
と
で
完
結
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、

音
楽
が
世
界
意
思
を
間
接
的
に
、
つ
ま
り
観
念
を
通
し
て
表
現
す
る
全

て
の
他
の
芸
術
と
は
違
い
、
観
念
を
避
け
て
意
志
そ
の
も
の
を
表
象
し

た
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
。﹇1912

:100
f.

﹈

　

シ
ャ
ギ
ニ
ャ
ン
は
、
こ
の
よ
う
に
、
そ
の
当
時
自
分
が
吸
収
し
た
ド
イ

ツ
哲
学
を
も
含
め
、
ロ
シ
ア
思
想
に
と
っ
て
重
要
な
コ
ン
テ
ク
ス
ト
を
提

示
し
、
音
楽
の
本
質
を
解
釈
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
音
楽
を
本
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と
未
来
が
す
べ
て
記
さ
れ
た
、
時
空
を
超
越
す
る
「
ア
カ
シ
ッ
ク
・
レ
コ

ー
ド
」
と
呼
ば
れ
る
〈
超
〉
記
録
に
ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と
で
、
人
は
宇
宙

と
一
体
に
な
り
、
ま
た
神
に
も
な
れ
る
」（14
）と
い
う
彼
女
の
思
想
に
魅
了

さ
れ
た
ス
ク
リ
ャ
ー
ビ
ン
は
、「
永
遠
性
」
を
志
向
し
、
ま
た
そ
れ
に
ワ

ー
グ
ナ
ー
の
総
合
芸
術
論
を
具
体
的
メ
ソ
ッ
ド
と
し
て
用
い
る
よ
う
に
な

る
。
哲
学
、
宗
教
、
芸
術
が
一
つ
と
な
っ
た
総
合
芸
術
を
通
し
、
聴
衆
に

エ
ク
ス
タ
テ
ィ
ッ
ク
な
神
秘
劇
を
体
験
さ
せ
る
こ
と
で
、
聴
衆
自
体
に
実

態
変
化
を
起
こ
さ
せ
、
宇
宙
と
一
体
化
さ
せ
ら
れ
る
と
考
え
た
の
で
あ
る

﹇Bow
ers 

1970
:1

:319

﹈。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
彼
の
作
曲
技
法
上
の

革
新
は
生
ま
れ
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。

　

つ
ま
り
、
こ
こ
で
問
題
な
の
は
、
シ
ャ
ギ
ニ
ャ
ン
が
、
音
楽
の
芸
術
的

昇
格
を
「
カ
オ
ス
か
ら
の
人
の
個
体
化
」
と
考
え
た
の
に
対
し
、
神
智
学

に
魅
せ
ら
れ
た
ス
ク
リ
ャ
ー
ビ
ン
は
、「
カ
オ
ス
へ
の
人
の
回
帰
」
を
芸

術
の
真
理
と
し
た
こ
と
で
あ
る（

15
）。
シ
ャ
ギ
ニ
ャ
ン
は
、「
宇
宙
と
一
体

化
す
る
こ
と
で
、
誰
も
が
神
に
な
れ
る
」
と
い
う
神
智
学
の
教
え
が
、
汎

神
論
的
カ
オ
ス
、
つ
ま
り
モ
ダ
ニ
ズ
ム
を
引
き
起
こ
し
、
さ
ら
に
そ
れ
を

音
楽
界
全
体
に
拡
散
さ
せ
て
い
る
と
批
判
し
て
い
る
。

汎
神
論
に
お
い
て
は
、
人
の
非
個
体
化
が
最
終
目
標
と
な
っ
て
お
り
、

人
間
の
心
理
は
す
べ
て
そ
れ
に
影
響
さ
れ
て
い
る
。「
人
間
よ
、
否
定

せ
よ
！
」
と
い
う
の
が
生
涯
の
信
念
と
な
る
。
個
人
の
人
間
性
の
放
棄

い
手
段
に
変
え
て
し
ま
っ
た
。
し
か
し
、
音
楽
こ
そ
そ
の
よ
う
な
方
向
性

で
試
す
べ
き
で
は
な
い
は
ず
で
あ
る
」﹇1912

:100
f.

﹈。
こ
の
中
で
、
シ

ャ
ギ
ニ
ャ
ン
が
「
既
に
統
一
さ
れ
た
も
の
を
解
体
す
る
」
と
書
い
て
い
る

の
は
、
人
間
的
表
象
を
通
し
、
自
己
の
芸
術
性
を
確
立
し
て
き
た
音
楽
の

伝
統
が
覆
さ
れ
る
こ
と
を
意
図
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
特
に
、
シ
ャ
ギ
ニ

ャ
ン
は
、
バ
ッ
ハ
や
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
な
ど
の
ド
イ
ツ
古
典
派
に
基
づ
く

音
楽
を
偉
大
で
健
全
な
文
化
の
象
徴
と
考
え
て
い
た
た
め
、
そ
の
伝
統
を

打
破
し
よ
う
と
す
る
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
風
潮
に
危
機
感
を
覚
え
て
い
た
と
思

わ
れ
る
。
で
は
、
モ
ダ
ニ
ズ
ム
は
な
ぜ
、
こ
う
し
た
方
向
を
目
指
し
た
の

か
。
こ
こ
で
は
、
モ
ダ
ニ
ズ
ム
を
巡
る
関
係
性
を
、
ス
ク
リ
ャ
ー
ビ
ン
と

シ
ャ
ギ
ニ
ャ
ン
の
対
立
に
求
め
た
い
。
ス
ク
リ
ャ
ー
ビ
ン
は
、
前
述
の
よ

う
に
、
神
秘
和
音
を
創
造
す
る
な
ど
、
二
〇
世
紀
初
頭
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
を

先
導
す
る
存
在
で
あ
り
、
シ
ャ
ギ
ニ
ャ
ン
と
は
正
反
対
の
ス
タ
ン
ス
に
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

当
時
の
ス
ク
リ
ャ
ー
ビ
ン
は
、
作
曲
家
と
し
て
の
自
分
を
確
立
す
る
べ

く
、
そ
の
原
点
を
音
楽
外
の
思
想
や
哲
学
に
求
め
、
ゲ
ー
テ
、
ニ
ー
チ
ェ
、

シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
、
プ
ラ
ト
ン
、
シ
ェ
リ
ン
グ
ら
の
書
物
を
熱
心
に

読
み
漁
り
、
ワ
ー
グ
ナ
ー
の
総
合
芸
術
論
に
も
感
化
さ
れ
て
い
た
。
そ
し

て
、
そ
の
果
て
に
行
き
つ
い
た
の
が
、
象
徴
派
な
ど
の
神
秘
的
な
思
想
哲

学
で
あ
り（

13
）、
特
に
ヘ
レ
ナ
・
ブ
ラ
ヴ
ァ
ツ
キ
ー
（
一
八
三
一
―
一
八
九

一
）
の
神
智
学
に
多
大
な
影
響
を
受
け
た
の
で
あ
る
。「
全
宇
宙
の
過
去
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判
は
、
シ
ャ
ギ
ニ
ャ
ン
の
基
本
的
な
音
楽
的
見
解
の
ス
タ
ン
ス
を
明
ら
か

に
す
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
次
に
述
べ
る
彼
女
の
ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ
観
を
一

層
克
明
に
す
る
重
要
な
コ
ン
テ
ク
ス
ト
で
あ
る
と
い
え
る
。

3
　「
有
神
論
派
」
と
し
て
の
ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ
　

―
　

そ
の
創
作
に
お
け
る
人
間
性

　

シ
ャ
ギ
ニ
ャ
ン
は
、
カ
オ
ス
へ
向
か
お
う
と
す
る
非
個
体
化
、
す
な
わ

ち
非
人
間
化
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
が
広
が
る
中
で
、
唯
一
こ
れ
に
対
抗
し
、
ク

ラ
シ
ッ
ク
の
伝
統
を
守
ろ
う
と
す
る
「
有
神
論
派
」
の
代
表
を
ラ
フ
マ
ニ

ノ
フ
や
ニ
コ
ラ
イ
・
メ
ト
ネ
ル
に
見
て
い
る
。
そ
し
て
、
有
神
論
を
騎
士

の
儀
式
に
例
え
つ
つ
、
人
は
神
か
ら
与
え
ら
れ
た
剣
（
各
々
の
人
間
の
名

前
が
記
さ
れ
、
そ
の
人
を
そ
の
人
た
ら
し
め
る
す
べ
て
の
象
徴
が
刻
ま
れ

た
も
の
）
の
道
を
生
涯
離
れ
る
こ
と
な
く
通
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
﹇1912

:101
f.

﹈
と
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
有
神
論
で
は
、
個
性
や
人

間
性
は
神
か
ら
与
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
シ
ャ
ギ
ニ
ャ
ン
は
、
ラ
フ
マ

ニ
ノ
フ
の
創
作
に
ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ
自
身
の
人
間
性
が
余
す
と
こ
ろ
な
く
反

映
さ
れ
て
い
る
と
し
、
彼
に
と
っ
て
、
音
楽
上
で
の
闘
い
は
、
自
身
の
人

間
性
の
闘
い
で
も
あ
る
と
し
て
い
る
。

聴
衆
を
カ
オ
ス
に
引
き
ず
り
込
み
、
ま
た
彼
ら
の
精
神
を
侵
食
す
る
よ

う
な
陶
酔
的
な
現
代
音
楽
の
代
わ
り
に
、
抑
制
的
で
、
力
強
さ
と
緊
張

感
、
そ
し
て
ほ
と
ん
ど
目
立
た
な
い
芸
術
的
な
な
だ
ら
か
さ
を
持
っ
て
、

が
、
全
て
の
生
物
を
受
け
入
れ
る
の
と
同
時
に
進
ん
で
い
る
。
神
に
抵

抗
す
る
巨
大
な
同
一
化
が
起
こ
り
、
そ
こ
で
は
カ
オ
ス
が
カ
オ
ス
か
ら

孵
化
し
た
個
人
の
人
生
の
火
花
を
飲
み
込
ん
で
し
ま
う
。
こ
の
、
汎
神

論
と
い
う
名
の
遠
心
力
を
用
い
て
同
一
化
を
促
し
て
い
る
の
が
、
紛
れ

も
な
い
現
代
音
楽
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
知
ら
ず
と
も
、
現
代
音
楽
は

現
代
の
す
べ
て
の
反
キ
リ
ス
ト
教
的
な
、
も
っ
と
良
く
言
え
ば
反
人
間

的
な
（
な
ぜ
な
ら
キ
リ
ス
ト
は
自
分
の
地
上
の
名
前
を
愛
し
て
い
た
し
、

人
間
の
息
子
で
も
あ
る
た
め
）
動
き
と
密
接
に
か
か
わ
っ
て
お
り
、
そ

れ
は
例
え
ば
、
神
智
学
の
華
や
か
な
無
実
花
だ
っ
た
り
、
神
秘
的
な
ア

ナ
ー
キ
ズ
ム
だ
っ
た
り
、
そ
の
他
諸
々
の
超
自
然
主
義
な
の
で
あ
る
。

音
楽
は
そ
れ
自
体
、
天
地
創
造
の
秩
序
を
固
め
る
貴
重
な
内
的
結
合
剤

で
あ
る
。〔
…
…
〕
現
代
音
楽
は
、
こ
う
し
た
内
的
結
合
剤
の
役
目
を

果
た
す
ど
こ
ろ
か
、
む
し
ろ
そ
の
秩
序
を
解
体
す
る
手
段
と
な
っ
て
し

ま
っ
て
い
る
。
時
代
の
主
導
権
を
握
り
、
病
的
な
遠
心
力
を
有
し
て
い

る
だ
け
に
、
こ
れ
は
危
険
な
手
段
で
あ
る
。
芸
術
は
呼
応
し
な
が
ら
互

い
に
感
染
し
合
い
、
我
々
は
腐
敗
と
崩
壊
の
細
菌
が
充
満
し
た
空
気
の

中
で
呼
吸
を
し
て
い
る
の
で
あ
る
。〔
…
…
〕
我
々
の
ロ
シ
ア
で
は
、

現
代
音
楽
の
非
人
間
化
を
み
る
に
は
、
大
き
な
才
能
を
持
つ
ス
ク
リ
ャ

ー
ビ
ン
の
創
作
を
探
求
す
る
だ
け
で
十
分
で
あ
ろ
う
。﹇1912

:102

﹈

　

以
上
の
よ
う
な
、
音
楽
の
本
質
を
も
追
究
し
た
上
で
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
批
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手
法
に
も
用
い
て
い
る
と
述
べ
る
。「
何
よ
り
も
ま
ず
、
彼
は
エ
ク
ス
タ

シ
ー
、
個
体
と
非
個
体
の
境
界
を
あ
や
ふ
や
に
す
る
よ
う
な
精
神
的
恍
惚

を
避
け
て
い
る
。
名
も
な
き
無
意
識
の
神
秘
主
義
は
な
く
、
来
世
へ
の
情

熱
も
な
い
。
彼
は
こ
の
世
、
こ
の
地
上
の
重
力
で
あ
る
。
人
間
的
な
痛
み
、

喜
び
、
不
安
を
と
も
な
っ
た
大
地
の
姿
で
あ
る
」 

﹇1912
:105

﹈。
そ
の

よ
う
な
大
地
を
思
わ
せ
る
「
重
力
」
は
、
例
え
ば
ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ
の
オ
ペ

ラ
《
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
カ
・
ダ
・
リ
ミ
ニ
》（
一
九
〇
四
）
の
「
許
さ
れ
ざ

る
パ
オ
ロ
と
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
カ
の
愛
の
自
然
的
不
可
抗
力
と
人
間
的
な
自

意
識
の
闘
争
」﹇1912

:112
f.

﹈、
オ
ペ
ラ
《
ア
レ
コ
》（
一
八
九
二
）
の

「
殺
人
を
犯
し
、
ジ
プ
シ
ー
の
群
衆
の
中
で
孤
立
す
る
ア
レ
コ
の
孤
独
感
」

﹇1912
:105

﹈、《
け
ち
な
騎
士
》（
一
九
〇
三
）
の
「
金
の
幕
で
の
老
男

爵
の
狂
気
」﹇1912

:112

﹈、
あ
る
い
は
《
聖
金
口
イ
オ
ア
ン
聖
体
礼
儀
》

（
一
九
一
〇
）
の
「
神
と
一
体
化
す
る
こ
と
な
く
、
あ
く
ま
で
も
神
と
対

話
し
よ
う
と
す
る
「
考
え
る
葦
」
的
な
〈
我
〉」 ﹇1912

:106
f.

﹈
の
表
象

と
し
て
描
か
れ
て
い
る
と
い
う
。

　

最
後
に
、
シ
ャ
ギ
ニ
ャ
ン
は
、
ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ
の
「
抑
制
的
な
」
創
作

を
、「
今
で
こ
そ
批
判
を
受
け
て
い
る
も
の
の
、
遥
か
遠
方
を
覗
く
双
眼

鏡
の
も
と
で
は
明
ら
か
に
よ
り
意
義
を
持
つ
も
の
と
な
る
で
あ
ろ
う
」

﹇1912
:99

﹈
と
述
べ（

17
）、
ま
た
そ
の
よ
う
な
特
性
こ
そ
が
、
ラ
フ
マ
ニ

ノ
フ
を
「
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
の
亜
流
」
と
非
難
す
る
カ
ラ
ト
ゥ
イ
ギ
ン

た
ち
へ
の
反
駁
に
な
り
得
る
と
考
え
て
い
る
。
シ
ャ
ギ
ニ
ャ
ン
に
よ
れ
ば
、

「
注
意
散
漫
」
に
な
り
つ
つ
あ
る
聴
衆
を
粘
り
強
く
引
き
留
め
よ
う
と

す
る
の
が
、
ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ
の
音
楽
で
あ
る
。
も
は
や
、
絵
画
や
詩
と

い
っ
た
何
よ
り
人
間
的
な
芸
術
分
野
こ
そ
、「
非
個
体
化
」
に
感
染
し
、

神
智
学
や
カ
オ
ス
の
狂
乱
に
浸
っ
て
い
る
が
、
音
楽
で
は
ラ
フ
マ
ニ
ノ

フ
が
人
間
性
を
固
持
し
よ
う
と
奮
闘
し
て
い
る
」﹇1912

:104

﹈

　

こ
こ
で
問
題
な
の
は
、
シ
ャ
ギ
ニ
ャ
ン
が
ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ
の
創
作
に
つ

い
て
、「
抑
制
的
な
」、「
ほ
と
ん
ど
目
立
た
な
い
」
と
い
う
表
現
を
用
い

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
、
ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ
が
モ
ダ
ニ
ズ
ム
に
感

化
さ
れ
ず
、
ス
ク
リ
ャ
ー
ビ
ン
の
よ
う
に
革
新
的
技
法
を
生
み
出
さ
な
か

っ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
シ
ャ
ギ
ニ
ャ
ン
は
、

こ
う
し
た
ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ
の
平
凡
さ
を
あ
く
ま
で
外
見
的
な
も
の
と
捉
え

て
お
り
、
そ
の
内
に
は
ス
ク
リ
ャ
ー
ビ
ン
に
も
劣
ら
な
い
非
凡
な
も
の
が

含
ま
れ
て
い
る
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、
ス
ク
リ
ャ
ー
ビ
ン
の
よ
う
に
、
神

秘
的
陶
酔
感
に
よ
っ
て
聴
く
者
を
現
実
（
ス
ク
リ
ャ
ー
ビ
ン
自
身
の
表
現

で
は
「
物
質
世
界
」）
か
ら
解
放
し
、
宇
宙
へ
と
至
ら
せ
る
楽
観
主
義
と

は
正
反
対
で
、
ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ
は
聴
く
者
を
「
希
釈
」（16
）せ
ず
、
ま
さ
に

現
実
の
困
難
と
対
面
さ
せ
る
悲
観
主
義
的
且
つ
人
道
主
義
的
志
向
に
あ
る

﹇1912
:99

﹈。
そ
の
何
よ
り
も
の
特
徴
と
し
て
、
シ
ャ
ギ
ニ
ャ
ン
は
「
人

間
と
宇
宙
と
の
明
確
な
分
割
、
完
全
な
内
的
重
要
性
、
汎
神
論
へ
の
反

駁
」
を
挙
げ
、
ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ
が
人
間
的
な
要
素
を
テ
ー
マ
に
も
音
楽
的
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論
と
い
う
点
で
、
彼
女
の
ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ
論
考
は
、
特
異
な
存
在
と
い
え

る
で
あ
ろ
う
。

し
て
き
た
時
期
で
も
あ
っ
た
。
文
学
が
牽
引
す
る
形
で
、
ま
も
な
く
イ
ズ

ム
の
乱
立
が
起
こ
る
こ
の
百
花
繚
乱
の
時
期
に
発
表
さ
れ
た
独
創
的
な
試

「
有
神
論
」
や
「
大
地
の
重
力
」、「
希
釈
」
な
ど
の
独
特
な
表
現
に
つ
い

て
は
、
ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ
の
作
品
を
例
に
、
具
体
的
に
根
拠
づ
け
る
ま
で
に

は
至
っ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
、
お
そ
ら
く
、
シ
ャ
ギ
ニ
ャ
ン
が
ラ
フ
マ
ニ

ノ
フ
論
考
で
最
も
意
図
し
た
か
っ
た
こ
と
が
、
実
の
と
こ
ろ
、
同
じ
象
徴

派
サ
ー
ク
ル
内
の
イ
ワ
ノ
フ
ら
へ
の
批
判
だ
っ
た
か
ら
で
は
な
い
か
と
考

え
ら
れ
る
。
と
い
う
の
も
、
彼
ら
が
傾
倒
し
た
「
宇
宙
と
の
一
体
化
」（18
）

と
い
う
汎
神
論
的
志
向
、
さ
ら
に
は
そ
れ
に
同
調
し
た
ス
ク
リ
ャ
ー
ビ
ン

へ
の
対
抗
軸
と
し
て
、
ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ
を
「
有
神
論
派
」
と
し
て
議
論
に

持
ち
出
し
た
可
能
性
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
故
に
、
シ
ャ
ギ
ニ
ャ
ン
は
、

ス
ク
リ
ャ
ー
ビ
ン
が
モ
ス
ク
ワ
音
楽
院
時
代
よ
り
双
璧
を
な
し
て
い
た
ラ

フ
マ
ニ
ノ
フ
の
音
楽
を
理
論
武
装
と
し
て
選
ん
だ
。
さ
ら
に
、
ラ
フ
マ
ニ

ノ
フ
を
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
か
ら
差
異
化
し
た
の
も
、
お
そ
ら
く
、
チ
ャ

イ
コ
フ
ス
キ
ー
の
亜
流
と
い
う
レ
ッ
テ
ル
を
貼
ら
れ
た
ま
ま
で
は
、「
汎

神
論
派
」
批
判
の
起
爆
剤
と
し
て
の
立
場
が
弱
い
と
考
え
た
故
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
象
徴
派
サ
ー
ク
ル
で
神
智
学
及
び
モ
ダ
ニ
ズ
ム
論
を
め
ぐ

り
生
じ
た
内
分
裂
が
、
そ
の
ま
ま
シ
ャ
ギ
ニ
ャ
ン
の
ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ
論
考

に
反
映
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

シ
ャ
ギ
ニ
ャ
ン
の
「
Ｓ
・
Ｖ
・
ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ

―
音
楽
心
理
学
的
ス

ケ
ッ
チ
」
が
書
か
れ
た
一
九
一
二
年
と
は
、
象
徴
派
が
最
後
の
輝
き
を
見

せ
て
い
た
（
あ
る
い
は
既
に
衰
退
の
兆
し
が
見
え
て
い
た
）
時
期
で
あ
り
、

象
徴
主
義
に
対
す
る
反
動
か
ら
ア
ク
メ
イ
ズ
ム
や
未
来
派
の
動
き
が
台
頭

チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
は
、
自
身
の
日
常
生
活
で
生
じ
た
精
神
的
交
錯
を
音

楽
の
中
で
「
解
消
」
し
て
お
り
、
対
象
か
ら
対
象
へ
気
分
に
任
せ
て
移
ろ

い
つ
つ
、
自
由
に
謳
歌
す
る
遊
牧
民
的
精
神
を
発
揮
す
る
が
、
ラ
フ
マ
ニ

ノ
フ
は
そ
の
逆
の
プ
ロ
セ
ス
を
辿
る
。
つ
ま
り
、
一
見
心
の
内
に
熔
解
し
、

解
消
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
精
神
的
交
錯
を
再
構
築
し
、
音
楽
的
図
式
を
統

制
す
る
こ
と
に
よ
り
、
体
系
化
す
る
精
神
を
発
揮
す
る
の
で
あ
る
。「
こ

の
ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ
の
創
作
精
神

―
表
面
的
に
で
は
な
く
、
深
く
追
究
し

よ
う
と
す
る
自
覚
や
意
識

―
は
、
彼
の
音
楽
に
お
い
て
は
圧
倒
さ
せ
る

も
の
で
、
ま
た
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
の
音
楽
に
な
い
ど
こ
ろ
か
、
ス
ラ
ヴ

の
作
曲
家
た
ち
全
体
に
お
い
て
も
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
特
性
で
あ
る
。

こ
れ
こ
そ
が
、
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
と
ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ
の
決
定
的
な
違
い

で
あ
る
」﹇1912

:105

﹈
と
シ
ャ
ギ
ニ
ャ
ン
は
述
べ
て
い
る
。

5
　
お
わ
り
に

　

以
上
に
見
て
き
た
よ
う
に
、
シ
ャ
ギ
ニ
ャ
ン
は
、
モ
ダ
ニ
ズ
ム
論
の
コ

ン
テ
ク
ス
ト
の
中
で
、
ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ
を
「
汎
神
論
派
」
に
対
抗
す
る

「
有
神
論
派
」
と
位
置
付
け
、
彼
の
創
作
に
人
間
の
表
象
（
大
地
の
重
力
）

を
求
め
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
と
の
差
異
化
に
繫
げ
、

ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ
を
「
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
の
亜
流
」
だ
と
す
る
カ
ラ
ト
ゥ

イ
ギ
ン
ら
の
主
張
へ
の
反
駁
を
試
み
て
い
る
。
な
お
、
シ
ャ
ギ
ニ
ャ
ン
は
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論
と
い
う
点
で
、
彼
女
の
ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ
論
考
は
、
特
異
な
存
在
と
い
え

る
で
あ
ろ
う
。

し
て
き
た
時
期
で
も
あ
っ
た
。
文
学
が
牽
引
す
る
形
で
、
ま
も
な
く
イ
ズ

ム
の
乱
立
が
起
こ
る
こ
の
百
花
繚
乱
の
時
期
に
発
表
さ
れ
た
独
創
的
な
試

（
1
）
マ
リ
エ
ッ
タ
・
シ
ャ
ギ
ニ
ャ
ン
は
、
モ
ス
ク
ワ
の
ア
ル
メ
ニ
ア
系
イ
ン
テ

リ
ゲ
ン
ツ
ィ
ア
の
家
庭
に
生
ま
れ
、
詩
人
、
散
文
家
、
文
芸
評
論
家
と
し

て
活
躍
。
モ
ス
ク
ワ
の
ル
ジ
ェ
フ
ス
カ
ヤ
・
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
で
学
ん
だ
後
、

モ
ス
ク
ワ
高
等
女
学
校
の
歴
史
哲
学
科
で
ウ
ラ
ジ
ー
ミ
ル
・
ゲ
リ
エ
（
一

八
七
三
―
一
九
一
九
）
の
も
と
に
学
ん
だ
。
四
歳
に
し
て
詩
を
書
き
始
め
、

一
九
〇
三
年
に
最
初
の
本
格
的
詩
集
が
出
版
さ
れ
る
ほ
ど
の
早
熟
ぶ
り
を

見
せ
た
。
モ
ス
ク
ワ
高
等
女
学
校
在
学
中
の
一
九
〇
九
―
一
一
年
に
ペ
テ

ル
ブ
ル
グ
に
滞
在
、
象
徴
主
義
詩
人
の
ジ
ナ
イ
ー
ダ
・
ギ
ッ
ピ
ウ
ス
（
一

八
六
九
―
一
九
四
五
）
や
ド
ミ
ト
リ
ー
・
メ
レ
シ
コ
フ
ス
キ
ー
（
一
八
六

五
―
一
九
四
一
）
ら
と
交
流
を
深
め
た
後
、
代
表
作
品
『
富
裕
の
享
楽
に

つ
い
て

―
Ｚ
・
Ｎ
・
ギ
ッ
ピ
ウ
ス
の
詩
』（
一
九
一
二
）
や
『
東
方
讃

歌
』（
一
九
一
三
）
を
執
筆
。
ド
イ
ツ
語
、
ド
イ
ツ
文
学
（
主
に
ゲ
ー
テ

に
傾
倒
）
に
造
詣
が
深
く
、
一
九
一
四
―
一
五
年
に
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
大

学
修
士
課
程
に
在
籍
し
、
神
学
教
授
エ
ル
ン
ス
ト
・
ト
レ
ル
チ
（
一
八
六

五
―
一
九
二
三
）
に
師
事
。
さ
ら
に
、
一
九
一
七
年
に
は
十
月
革
命
を
熱

狂
的
に
迎
え
、
以
後
ソ
連
に
残
り
、
執
筆
の
傍
ら
一
九
二
七
年
に
ア
ル
メ

ニ
ア
の
水
力
発
電
所
の
建
設
に
関
わ
る
な
ど
社
会
活
動
家
と
し
て
も
精
力

的
に
貢
献
し
た
。
一
九
五
一
年
に
ス
タ
ー
リ
ン
賞
、
一
九
七
二
年
に
レ
ー

ニ
ン
賞
、
一
九
七
六
年
に
社
会
主
義
労
働
英
雄
賞
。

（
2
）
出
典
に
お
い
て
シ
ャ
ギ
ニ
ャ
ン
の
著
作
に
つ
い
て
は
刊
行
年
と
ペ
ー
ジ
の

み
記
す
。

（
3
）
メ
レ
シ
コ
フ
ス
キ
ー
は
、
そ
の
象
徴
主
義
理
論
の
上
で
、
異
教
と
キ
リ
ス

ト
教
、
肉
（
身
体
）
の
原
理
と
霊
（
精
神
）
の
原
理
の
対
立
葛
藤
の
上
に
、

両
者
を
止
揚
総
合
す
る
「
第
三
の
御
国
」
の
実
現
を
熱
望
し
て
お
り
、
現

世
で
は
な
く
あ
く
ま
で
来
世
を
見
て
い
た
。

（
4
）
シ
ャ
ギ
ニ
ャ
ン
の
自
伝
『
人
と
時
代
』
や
『
ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ
に
つ
い
て
の

回
想
』
に
は
正
確
な
日
付
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
が
、
ア
ン
ト
ニ
ー
ナ
・

ソ
ボ
レ
ワ
の
ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ
の
文
献
カ
タ
ロ
グ
で
は
、
一
九
一
一
年
一
二

月
一
三
日
に
、
音
楽
批
評
家
グ
リ
ゴ
リ
ー
・
プ
ロ
コ
フ
ィ
エ
フ
が
『
ロ
シ

ア
通
報
』
紙
で
「
第
五
回
交
響
楽
演
奏
会
」
と
い
う
批
評
を
書
い
て
お
り
、

そ
の
内
容
は
「
ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ
指
揮
に
よ
る
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
の
交
響

曲
第
4
番
」
と
あ
る
﹇Соболева 1993

:150

﹈

（
5
）
ス
ク
リ
ャ
ー
ビ
ン
の
側
近
的
役
割
を
果
た
し
て
い
た
音
楽
批
評
家
レ
オ
ニ

ー
ド
・
サ
バ
ネ
ー
エ
フ
（
一
八
八
一
―
一
九
六
八
）
も
、
一
九
一
五
年
に

『
音
楽
の
同
時
代
人
』
誌
一
一
月
号
の
「
モ
ス
ク
ワ
に
お
け
る
音
楽
」
で
、

ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ
を
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
の
亜
流
と
み
て
い
る
。
サ
バ
ネ
ー

註
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エ
フ
は
、
ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ
を
三
つ
の
側
面
（
ピ
ア
ニ
ス
ト
、
指
揮
者
、
作

曲
家
）
に
分
け
、
最
も
突
出
し
て
い
る
の
は
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
側
面
だ
と
し

て
い
る
。
そ
の
一
方
、
作
曲
家
の
側
面
に
つ
い
て
は
「
比
較
的
、
そ
し
て

条
件
付
き
で
偉
大
と
認
め
ら
れ
る
も
の
の
、
第
一
級
の
部
類
で
は
な
い
。

〔
…
…
〕
非
凡
な
ピ
ア
ニ
ス
ト
で
あ
る
ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ
が
自
作
自
演
し
た

時
に
こ
そ
、
彼
の
作
品
が
「
活
か
さ
れ
る
」
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
か
つ
て

リ
ス
ト
が
自
分
の
つ
ま
ら
な
い
ピ
ア
ノ
作
品
を
、
そ
の
圧
倒
的
な
ヴ
ィ
ル

ト
ゥ
オ
ジ
テ
ィ
ー
で
聴
衆
を
魅
了
し
、
作
品
を
価
値
あ
る
も
の
と
信
じ
込

ま
せ
た
現
象
に
似
て
い
る
」﹇Сабанеев 1915

:15

﹈
と
述
べ
て
い
る
。

（
6
）
作
曲
家
ニ
コ
ラ
イ
・
メ
ト
ネ
ル
の
兄
で
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
文
芸
評
論

家
。
ム
サ
ゲ
ト
社
を
創
立
し
た
。
ド
イ
ツ
出
自
の
た
め
、
カ
ン
ト
、
シ
ョ

ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
な
ど
の
ド
イ
ツ
哲
学
を
熟
知
し
、
後
に
ユ
ン
グ
と
接
近

す
る
。

（
7
）『
労
働
と
日
々
』
誌
は
、
古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
ヘ
シ
オ
ド
ス
の
詩
に
由
来
す

る
タ
イ
ト
ル
。
ム
サ
ゲ
ト
社
か
ら
隔
月
刊
行
さ
れ
、
宗
教
的
、
哲
学
的
そ

し
て
生
き
た
創
作
の
象
徴
主
義
の
機
関
と
し
て
、
芸
術
的
創
作
の
上
で
真

の
象
徴
主
義
を
確
立
さ
せ
る
こ
と
、
象
徴
主
義
文
学
作
家
と
象
徴
主
義
哲

学
者
の
間
に
あ
る
概
念
的
結
び
つ
き
を
意
味
づ
け
る
こ
と
の
二
点
を
目
的

と
し
て
い
た
。
事
実
上
の
編
纂
は
象
徴
派
詩
人
で
あ
っ
た
ア
ン
ド
レ
イ
・

ベ
ー
ル
イ
（
本
名
は
ボ
リ
ス
・
ブ
ガ
エ
フ
一
八
八
〇
―
一
九
三
四
）
と
エ

ミ
リ
ー
・
メ
ト
ネ
ル
が
担
当
し
、
ヴ
ャ
チ
ェ
ス
ラ
フ
・
イ
ヴ
ァ
ノ
フ
（
一

八
六
六
―
一
九
四
九
）、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
・
ブ
ロ
ー
ク
（
一
八
八
〇
―

一
九
二
一
）、
エ
リ
ス
（
本
名
は
レ
フ
・
コ
ブ
ィ
リ
ン
ス
キ
ー 

一
八
七
九

―
一
九
四
七
）
な
ど
が
参
加
し
て
い
た
。
創
立
さ
れ
た
一
九
一
二
年
は
、

隔
月
刊
行
さ
れ
て
い
た
が
、
イ
ワ
ノ
フ
が
熱
心
に
現
代
象
徴
主
義
の
哲
学

的
、
美
学
的
問
題
に
関
す
る
論
考
を
発
表
す
る
一
方
で
、
ブ
ロ
ー
ク
は
総

じ
て
一
本
し
か
論
考
を
出
さ
ず
、
早
く
も
『
労
働
と
日
々
』
誌
に
対
す
る

情
熱
を
失
っ
た
。
や
が
て
参
加
者
内
部
、
具
体
的
に
は
象
徴
主
義
芸
術
家

た
ち
と
象
徴
主
義
的
観
念
論
の
理
論
家
た
ち
、
人
智
学
に
賛
同
す
る
者
と

そ
う
で
な
い
者
と
の
間
で
、
和
解
し
が
た
い
ほ
ど
の
衝
突
が
起
こ
る
。
こ

れ
を
原
因
と
し
て
、
一
九
一
三
、
一
九
一
四
、
一
九
一
六
年
に
は
、
一
定

の
投
稿
論
文
が
集
ま
っ
た
段
階
で
、
一
巻
ず
つ
、
論
文
集
の
形
態
で
出
版

さ
れ
る
に
留
ま
っ
た
。

（
8
）
今
は
プ
リ
チ
ス
チ
ェ
ン
ス
キ
ー
並
木
道
で
あ
る
。

（
9
）
早
く
か
ら
ニ
ー
チ
ェ
や
ソ
ロ
ヴ
ィ
ヨ
フ
ら
の
思
想
の
影
響
を
受
け
、
象
徴

主
義
詩
人
と
し
て
出
発
し
、
そ
の
後
散
文
や
文
芸
批
評
な
ど
を
通
し
て
多

く
の
作
家
に
影
響
を
与
え
た
人
物
で
あ
る
。

（
10
）
こ
の
後
、
メ
ト
ネ
ル
は
一
九
一
三
年
に
保
守
的
な
愛
国
主
義
の
哲
学
者
、

思
想
家
の
イ
ワ
ン
・
イ
リ
イ
ン
（
一
八
八
三
―
一
九
五
四
）
に
接
近
し
、

共
に
ベ
ー
ル
イ
や
イ
ワ
ノ
フ
を
批
判
し
始
め
る
。
メ
ト
ネ
ル
と
ベ
ー
ル
イ

の
関
係
は
一
九
一
〇
年
代
半
ば
に
絶
縁
状
態
と
な
る
。

（
11
）
メ
ト
ネ
ル
は
、
シ
ャ
ギ
ニ
ャ
ン
の
ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ
論
考
の
す
ぐ
後
に
、
自

身
も
『
音
楽
的
手
記
よ
り
』
と
い
う
ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ
論
を
書
い
て
い
る
。

そ
の
内
容
は
、
主
に
ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ
の
演
奏
家
と
し
て
の
側
面
に
焦
点
を

当
て
た
も
の
だ
が
、
演
奏
家
兼
作
曲
家
で
あ
る
と
い
う
ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ
の

特
質
に
つ
い
て
興
味
深
い
言
及
が
な
さ
れ
て
い
る
。

（
12
）
こ
の
論
考
の
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
博
士
論
文
の
マ
リ
エ
ッ
タ
・
シ

ャ
ギ
ニ
ャ
ン
の
章
で
述
べ
る
予
定
で
あ
る
。

（
13
）
ア
サ
ー
フ
ィ
エ
フ
は
、
一
九
一
七
年
の
『
メ
ロ
ス
』
誌
に
お
い
て
、
次
の

よ
う
に
述
べ
て
い
る：

「
ス
ク
リ
ャ
ー
ビ
ン
の
初
期
に
お
け
る
ピ
ア
ノ
音

楽
な
ど
に
は
、
シ
ョ
パ
ン
の
よ
う
な
艶
か
し
さ
や
、
緊
張
感
が
見
ら
れ
る
。

し
か
し
、
ス
ク
リ
ャ
ー
ビ
ン
は
象
徴
主
義
の
思
想
と
出
会
う
こ
と
で
、

「
自
分
の
音
楽
が
世
界
を
変
革
す
る
」
と
い
う
意
識
を
創
作
に
お
い
て
持

つ
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
象
徴
主
義
の
「
芸
術
に
よ
る
生
活
の
創
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造
」
と
い
う
哲
学
に
影
響
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ス
ク
リ
ャ
ー
ビ
ン
は
、

そ
れ
に
よ
っ
て
、
創
作
に
お
い
て
未
知
の
も
の
を
究
明
し
よ
う
と
す
る
力

強
い
志
向
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。」﹇Глебов 1917

:22

﹈

（
14
）
宇
宙
観
や
心
霊
現
象
な
ど
、
神
智
学
の
根
本
的
な
教
理
が
書
か
れ
て
い
る

ブ
ラ
ヴ
ァ
ツ
キ
ー
の
『
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
・
ド
ク
ト
リ
ン
』
で
は
、
全
宇
宙

の
過
去
と
未
来
が
す
べ
て
記
さ
れ
た
、
時
空
を
超
越
す
る
「
ア
カ
シ
ッ

ク
・
レ
コ
ー
ド
」
と
呼
ば
れ
る
〈
超
〉
記
録
の
存
在
が
主
張
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
「
ア
カ
シ
ッ
ク
・
レ
コ
ー
ド
」
に
ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と
に
よ
り
、
秘

儀
参
加
者
や
預
言
者
た
ち
は
知
識
と
至
高
の
心
理
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
カ
オ
ス
・
神
・
宇
宙
の
三
位
一
体
で
あ
る
宇
宙
空
間
と
一
体
と
な

り
、
世
界
の
魂
に
至
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
永
遠
や
不
滅
を
得
る
こ
と
が
で

き
る
﹇Blavatsky 1888

:343
ff.

﹈
と
い
う
。
つ
ま
り
、
ブ
ラ
ヴ
ァ
ツ
キ

ー
は
、
宇
宙
と
一
体
と
な
る
こ
と
で
、
人
は
神
に
な
れ
る
と
い
う
汎
神
論

を
唱
え
て
い
た
。
こ
の
考
え
方
は
、「
芸
術
と
永
遠
」
と
い
う
テ
ー
マ
に

関
心
を
抱
い
て
い
た
芸
術
家
た
ち
、
中
で
も
ス
ク
リ
ャ
ー
ビ
ン
を
魅
了
し

た
。
ス
ク
リ
ャ
ー
ビ
ン
は
、
宇
宙
の
中
に
永
遠
の
真
理
を
見
、
そ
れ
と
一

体
化
し
よ
う
と
す
る
ブ
ラ
ヴ
ァ
ツ
キ
ー
の
神
智
学
に
感
化
さ
れ
、
自
身
の

革
新
的
な
作
曲
技
法
で
あ
る
神
秘
和
音
を
創
り
出
し
て
い
く
こ
と
と
な
る
。

（
15
）
ニ
ー
チ
ェ
の
『
悲
劇
の
誕
生
』
に
も
、
個
体
破
壊
を
通
し
て
デ
ィ
オ
ニ
ソ

ス
の
永
遠
性
へ
と
向
か
う
歓
喜
が
言
及
さ
れ
て
い
る
。﹇N

ietzsche 
1999

:103, 108

／
秋
山1966

:173, 181

﹈
を
参
照
。

（
16
）
こ
の
「
希
釈Разж

иж
ать

」
と
い
う
言
葉
に
つ
い
て
、
シ
ャ
ギ
ニ
ャ
ン

は
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
（
太
字
は
筆
者
）：

「
あ
る
一
つ
の
こ
と
に

つ
い
て
非
常
に
多
く
の
こ
と
を
考
え
る
人
々
は
、
特
別
な
、
時
に
は
重
苦

し
い
憑
依
を
伴
っ
て
し
ま
う
。
ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ
の
音
楽
に
は
、
一
見
し
た

と
こ
ろ
聴
く
者
に
奇
妙
な
、
尋
常
で
な
い
不
安
な
重
苦
し
い
感
じ
を
伴
っ

て
の
し
か
か
る
よ
う
な
、
こ
の
憑
依
が
あ
る
。
彼
の
音
楽
を
自
分
の
中
に

受
け
入
れ
ら
れ
な
い
者
た
ち
は
、
そ
の
重
さ
や
圧
力
を
感
じ
て
表
面
的
に

し
か
受
け
止
め
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
そ
の
際
、
聴
衆
に
媚
び
へ
つ
ら
う

こ
と
の
な
い
こ
の
音
楽
の
作
用
は
、
ほ
と
ん
ど
不
快
な
も
の
に
な
る
。
自

分
の
嫌
な
こ
と
を
な
だ
ら
か
に
し
、
熔
解
さ
せ
る
こ
と
も
な
く
、
阿
呆
の

泥
酔
の
如
く
、
そ
れ
に
耽
る
こ
と
も
完
全
に
で
き
な
い
。
そ
れ
は
我
々
を

希
釈
し
な
い
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
が
、「
音
楽
に
自
分
の
精
神

的
な
穢
れ
を
注
ぎ
込
み
」、
そ
れ
で
あ
た
か
も
浄
化
さ
れ
た
よ
う
な
気
に

な
り
が
ち
な
我
々
に
と
っ
て
は
、
ほ
と
ん
ど
裏
切
り
の
よ
う
に
思
え
て
く

る
」﹇1912

:98
f.

﹈
さ
ら
に
、「
希
釈
」
を
よ
り
分
か
り
易
く
説
明
し
て

い
る
と
思
わ
れ
る
の
が
、
一
九
一
八
年
の
『
メ
ロ
ス
』
誌
に
お
け
る
ア
サ

ー
フ
ィ
エ
フ
の
ス
ク
リ
ャ
ー
ビ
ン
観
で
あ
る
。
ア
サ
ー
フ
ィ
エ
フ
は
、
ス

ク
リ
ャ
ー
ビ
ン
の
創
作
の
中
に
、
次
の
よ
う
な
「
希
釈
」
的
要
素
と
思
わ

れ
る
側
面
を
見
出
し
て
い
る
（
太
字
は
筆
者
）：

「
ス
ク
リ
ャ
ー
ビ
ン
は
チ

ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
の
よ
う
に
、
あ
ら
ゆ
る
現
実
に
お
け
る
現
象
を
自
分
の

精
神
状
態
に
引
き
つ
け
る
の
で
は
な
く
、
現
実
と
い
う
物
質
的
な
世
界
を

も
超
越
し
た
、
超
自
然
的
世
界
、
い
わ
ば
神
秘
的
な
宇
宙
に
自
分
の
精
神

を
溶
け
込
ま
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
音
楽
を
創
作
し
た
。
つ
ま
り
、
チ
ャ
イ

コ
フ
ス
キ
ー
の
音
楽
が
エ
ゴ
イ
ズ
ム
で
あ
る
の
に
対
し
、
ス
ク
リ
ャ
ー
ビ

ン
の
そ
れ
は
没
我
な
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
ス
ク
リ
ャ
ー
ビ
ン
は
自
分

の
人
間
的
な
意
志
を
作
品
に
反
映
す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
チ
ャ
イ
コ
フ

ス
キ
ー
の
よ
う
に
、
物
質
性
や
、
そ
れ
と
結
び
つ
い
た
死
の
恐
怖
を
一
人

の
人
間
と
し
て
感
じ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。〔
…
…
〕
ス
ク
リ

ャ
ー
ビ
ン
が
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
の
よ
う
な
精
神
的
興
奮
を
示
す
の
は
、

超
自
然
的
世
界
か
ら
霊
感
に
よ
っ
て
啓
示
を
受
け
る
時
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

彼
が
啓
示
を
受
け
取
り
、
そ
れ
を
音
楽
に
反
映
さ
せ
て
恍
惚
状
態
に
陥
る

時
に
、
精
神
的
興
奮
が
示
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
ス
ク
リ
ャ
ー
ビ
ン
は
、
儀

式
に
よ
っ
て
神
秘
的
な
世
界
に
浸
り
、
現
実
か
ら
離
脱
す
る
。
ス
ク
リ
ャ
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ー
ビ
ン
の
音
楽
は
、
聴
衆
に
苦
し
む
こ
と
も
喜
ぶ
こ
と
も
強
い
ず
、
催
眠

術
に
よ
っ
て
彼
が
そ
の
啓
示
を
受
け
取
っ
た
神
秘
的
な
世
界
に
共
に
没
我

す
る
よ
う
に
導
く
。
そ
こ
に
は
、
道
徳
や
倫
理
も
な
く
、
全
て
が
無
分
別

状
態
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
い
わ
ば
精
神
的
な
麻
薬
の
よ
う
な
も
の
で
あ

る
」﹇Глебов 

1918
:80

﹈「
希
釈
」
と
は
、
す
な
わ
ち
「
没
我
」
の
こ

と
で
あ
り
、「
現
実
か
ら
離
脱
す
る
」
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
は
な
い
か

と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
よ
う
な
、
ス
ク
リ
ャ
ー
ビ
ン
と
ラ
フ
マ
ニ

ノ
フ
の
創
作
の
違
い
は
、
そ
の
ま
ま
、
両
者
の
演
奏
法
に
も
表
れ
て
い
る
。

一
九
一
五
年
に
ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ
が
ス
ク
リ
ャ
ー
ビ
ン
追
悼
記
念
コ
ン
サ
ー

ト
で
ス
ク
リ
ャ
ー
ビ
ン
の
ピ
ア
ノ
作
品
を
演
奏
し
た
際
に
は
、
ス
ク
リ
ャ

ー
ビ
ン
の
側
近
で
あ
り
、
音
楽
批
評
家
だ
っ
た
レ
オ
ニ
ー
ド
・
サ
バ
ネ
ー

エ
フ
（
一
八
八
一
―
一
九
六
八
）
が
、
ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ
と
ス
ク
リ
ャ
ー
ビ

ン
の
演
奏
を
次
の
よ
う
に
比
較
し
て
い
る：
「
ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ
の
演
奏
で

は
、
ス
ク
リ
ャ
ー
ビ
ン
の
作
品
か
ら
最
も
「
ス
ク
リ
ャ
ー
ビ
ン
的
で
あ
る

も
の
」

―
そ
の
希
薄
さ
、
非
現
実
的
な
空
想
、
エ
ク
ス
タ
シ
ー
と
飛
翔

が
消
え
て
し
ま
う
。
全
て
が
何
か
地
面
に
落
ち
着
い
て
し
ま
い
、
物
質
的

な
も
の
へ
と
な
り
変
わ
る
の
で
あ
る
」﹇Сабанеев 1915

:14
f.

﹈
宇
宙

へ
と
飛
翔
し
よ
う
と
す
る
ス
ク
リ
ャ
ー
ビ
ン
の
志
向
と
、
ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ

の
地
に
足
を
つ
け
て
歩
み
進
も
う
と
す
る
志
向
が
明
確
に
対
比
さ
れ
て
い

る
。

（
17
）
こ
こ
で
シ
ャ
ギ
ニ
ャ
ン
は
、
ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ
と
共
に
ニ
コ
ラ
イ
・
メ
ト
ネ

ル
の
創
作
も
、
抑
制
性
と
い
う
点
で
同
様
に
評
価
し
て
い
る
。

（
18
）
イ
ワ
ノ
フ
は
、
象
徴
主
義
の
中
に
個
人
主
義
か
ら
超
個
人
主
義
へ
と
飛
躍

す
る
可
能
性
を
指
摘
し
、「
象
徴
と
い
う
も
の
は
、
本
性
上
、
個
を
超
え

た
も
の
だ
か
ら
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
、
神
秘
主
義
的
な
個
的
魂
の
内
密

的
な
沈
黙
を
、
言
葉
に
も
似
た
、
そ
し
て
普
通
の
言
葉
よ
り
も
は
る
か
に

強
力
な
全
宇
宙
的
な
思
考
の
単
一
性
（
見
解
の
一
致
）、
感
覚
の
単
一
性

の
器
官
へ
と
変
容
さ
せ
る
力
を
持
っ
て
い
る
の
で
あ
る
」﹇И

ванов 
1974

:IV

／
鴻
英
良
訳2011

:13

﹈
と
述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
イ
ワ
ノ

フ
は
、
デ
ィ
オ
ニ
ソ
ス
的
な
力
に
よ
っ
て
、
カ
オ
ス
↓
個
人
化
↓
非
個
人

化
（
全
宇
宙
へ
の
一
体
化
）
へ
と
至
る
象
徴
主
義
の
発
展
性
を
主
張
し
て

い
た
。
さ
ら
に
、
イ
ワ
ノ
フ
は
論
文
「
ニ
ー
チ
ェ
と
デ
ィ
オ
ニ
ュ
ソ
ス
」

の
中
で
ニ
ー
チ
ェ
批
判
を
行
っ
て
い
る
が
、
ニ
ー
チ
ェ
が
陶
酔
に
よ
る
自

己
忘
却
を
通
し
、
デ
ィ
オ
ニ
ュ
ソ
ス
的
な
生
の
奔
流
を
象
徴
す
る
「
海
」、

つ
ま
り
カ
オ
ス
に
飲
み
込
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
、
む
し
ろ
陶
酔
の
海
か
ら

離
れ
て
陸
に
上
が
り
、
自
己
意
識
を
取
り
戻
す
こ
と
を
望
ん
だ
と
述
べ
て

い
る
﹇
北
見
諭2008

:96

﹈。
こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
イ
ワ
ノ
フ
が
、
デ

ィ
オ
ニ
ュ
ソ
ス
的
な
陶
酔
「
海
」
に
対
比
さ
せ
て
、
日
常
的
な
自
己
意
識
、

つ
ま
り
カ
ン
ト
の
現
象
や
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
の
表
象
と
同
様
に
人
間

的
な
仮
象
を
意
味
す
る
ア
ポ
ロ
ン
的
世
界
を
「
岸
」
と
表
現
し
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。
こ
の
「
岸
」
と
い
う
観
念
が
、
ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ
の
音
楽
を

「
有
神
論
派
」
と
し
、「
大
地
の
重
力
」
と
表
現
す
る
シ
ャ
ギ
ニ
ャ
ン
の
ラ

フ
マ
ニ
ノ
フ
論
で
反
映
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
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